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鎮

西

奉

事
か
ら
疑
い
な
い
が
、

-T 
ノイ

た
第
一
の
原
因
で
あ
る
。

考

(
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)

 

「
鎮
西
奉
行
」
或
い
は
「
鎮
西
守
護
」
な
る
呼
称
が
「
奥
州
惣
奉
行
」
等
と
な
ら

ん
で
鎌
倉
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
事
は
、
当
時
編
纂
さ
れ
た
吾
妻
鏡
に
も
見
え
る

こ
れ
が
鎌
倉
幕
府
の
正
式
の
官
職
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か

（二）

否
か
明
確
な
史
料
に
よ
る
裏
付
け
は
出
来
な
い
。

こ
の
事
が
「
鎮
西
奉
行
」
の
性
格
、
機
能
、
権
限
、
本
質
解
明
を
困
難
な
ら
し
め

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
「
鎮
西
奉
行
」
の
研
究
は
、
鎮
西
奉
行
の
呼
称
を
与
え
ら
れ

て
い
る
天
野
遠
景
、
中
原
親
能
、
武
藤
氏
、
大
友
氏
等
の
鎮
西
に
有
し
た
特
殊
権
限

の
分
析
を
通
じ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
来
た
。
か
＼
る
帰
納
的
研
究
方
法
が
行
な
わ

れ
つ
4

も、

そ
の
研
究
過
程
に
お
い
て
し
ば
／
＼
我
々
が
犯
す
早
急
な
概
念
規
定
に

「
鎮
西
奉
行
」
の
研
究
に
お
い
て
も
現
わ
れ
て
い
る
事
は
否
定
出
来

す
な
わ
ち
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
「
鎮
西
奉
行
」
の
本
質
を
追
求
す
る
と
称
し
つ
4

、

「
鎮
西
奉
行
」
を
鎌
倉
末
期
に
設
懺
さ
れ
た
「
鎮
西
探
題
」
、
或
い
は
室
町
時
代
に

お
け
る
九
州
探
題
と
同
一
性
格
と
考
え
る
潜
在
意
識
の
も
た
ら
す
弊
害
が
見
ら
れ
、

「
鎮
西
奉
行
」
と
呼
称
さ
れ
る
以
上
こ
れ
を
「
鎮
西
煎
奉
行
」
の
意
味
に
解
し
、
九
州
全
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よ
る
混
乱
が
、
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考

し
た
が
っ
て
相
田
、

佐
藤
、
石
井
、
竹
内
各
説
に
は
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る

に
つ
い
て
批
判
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

に
お
い
て

般
に
及
ぶ
特
殊
権
限
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
固
定
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
前
提
に
拘
泥
し
過
ぎ
た
結
果
、
鎌
倉
初
期
の
鎮
西
奉
行

の
理
解
を
複
雑
に
し
、
強
引
附
説
し
て
論
を
展
開
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
思

う
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
こ
の
前
提
を
白
紙
に
戻
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

「
鎮
西
奉
行
」
に
関
す
る
先
学
の
研
究
経
過
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
最
初

「
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
」
の
中
で
特
に
鎮
西
奉
行
の
一
項
を
設
け
て
、
相
田

説
を
批
判
さ
れ
つ
4

豊
富
な
史
料
を
駆
使
し
て
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
、

そ
の
後

戦
前
戦
後
を
通
じ
て
佐
藤
説
に
対
す
る
反
論
は
な
く
、
鎮
西
奉
行
に
関
す
る
研
究
は

佐
藤
説
を
も
っ
て
定
説
化
し
た
感
が
あ
っ
た
が
、
最
近
石
井
進
氏
は
「
大
宰
府
機
構

の
変
質
と
鎮
西
奉
行
の
成
立
」
（
史
学
雑
誌
第
六
十
八
編
第
一
号
所
収
）

佐
藤
説
を
一
層
詳
細
に
深
化
発
展
さ
れ
、
更
に
竹
内
理
三
氏
が
「
鎮
西
奉
行
に
つ
い

て
の
―
二
の
考
察
」
（
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
論
叢
所
収
）
に
お
い
て
石
井
説
の
細
部

故
相
田
二
郎
氏
が
鎮
西
奉
行
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
、
そ
の
後
佐
藤
進
一
氏
が
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し

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
こ
4

で
紹
介
す
る
事
は
省
き
、

ば
、
先
ず
相
田
氏
は
、
鎮
西
奉
行
に
つ
い
て

理
五
八
巻
）
で
発
表
さ
れ
た
見
解
を
整
狸
さ
れ
「
歳
古
襲
来
の
研
究
」
三
三
一
頁
で

「
そ
の
最
初
の
職
に
就
い
た
人
は
天
野
遠
景
で
あ
っ
た
。
木
行
が
闘
か
れ
て
諸
国
に
守
識

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
守
護
の
上
に
奉
行
が
閥
か
れ
た
の
で
あ
る
。
遠
景
は
建
久

の
始
め
頃
ま
で
こ
の
職
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
奉
行
制
度
が
ど
う
な
っ
た
か
充
分
明

ら
か
で
な
い
。
文
永
初
度
の
蒙
古
襲
来
の
頃
に
は
在
地
の
守
護
人
で
あ
っ
た
少
弐
大
友
両

氏
の
人
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
奉
行
の
職
務
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
そ
の
内
容
は
詳
細
に
判
ら
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
鎮
西
奉
行
は
天
野
遠
景
一
代
で
班
絶
し
、

し
を
立
て
ら
れ
た
。

西
下
向
の
時
期
及
び
そ
の
権
限
、

次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

が
ヽ

そ
の
後
各
国
に

設
置
さ
れ
た
各
国
守
護
が
、
天
野
速
景
が
有
し
た
権
限
を
分
轄
し
た
も
の
と
の
見
通

こ
の
相
田
氏
の
説
は
多
く
の
示
唆
に
富
む
発
言
で
は
あ
る
が
、
天
野
遠
景
の
在
鎮

酉
期
間
と
各
国
守
護
設
置
時
期
の
間
題
等
、
納
得
出
来
な
い
点
も
含
ん
で
い
る
。
相

田
説
で
武
藤
氏
、
大
友
氏
が
共
に
鎮
西
奉
行
の
呼
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
鎮
西
奉
行
が
天
野
遠
景
一
代
で
縦
絶
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
た
理
由
は
、
武
藤
、

大
友
氏
に
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
権
限
が
認
め
難
い
事
に
由
来
し
て
い
る
事
は
疑
い
な

こ
の
鎮
四
Ji
行
の
性
格
を
よ
り
明
確
に
規
定
さ
れ
た
佐
藤
氏
は
、
天
野
遠
景
の
鎖

二
代
日
鎮
酉
奉
行
に
中
原
親
能
が
就
任
し
た
と
の

説
の
否
定
、
武
藤
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
と
そ
の
権
限
、
大
友
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
説

の
否
定
等
を
詳
論
さ
れ
、
結
論
と
し
て
相
田
氏
が
鎮
西
奉
行
が
守
護
の
上
に
あ
っ
て

守
設
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
説
は
否
定
さ
れ
つ
＼
も
、
相
田
氏
が
わ

か
ら
な
い
と
さ
れ
た
天
野
遠
最
辞
任
後
の
鎮
西
奉
行
の
権
限
を
武
藤
氏
が
有
し
た
鎮

「
異
国
瞥
固
番
役
の
研
究
」
（
歴
史
地

は
な
い
。

事
は
、
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
及
さ
れ
て
お
り

こ
の
点
に
つ
い
て
は
異
論

西
全
般
に
及
ぶ
特
殊
権
限
、
具
体
的
に
は
鎮
西
に
お
け
る
訴
訟
準
備
手
続
の
枠
限
の

佐
藤
説
に
お
い
て
は
、
鎮
西
奉
行
を
し
て
全
九
州
に
及
ぶ
権
限
を
有
す
る
者
に
与

え
る
呼
称
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
益
々
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
武
藤
氏
の
鎮

西
奉
行
就
任
の
承
認
、
大
友
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
の
否
認
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
石
井
氏
は
、
鎌
倉
靡
府
の
政
権
確
立
過
程
に
お
け
る
公
武
接
触
に
視

点
を
5

直
き
、

天
野
遠
景
が
旧
律
令
機
構
と
し
て
の
大
釈
府
が
全
九
州
に
有
し
た
権

限
を
、
大
宰
府
最
高
責
任
者
の
地
位
を
も
併
有
す
る
事
に
よ
っ
て
竹
笠
奪
し
て
行
く
過

程
に
注
目
さ
れ
、

こ
＼
に
鎮
西
奉
行
成
立
の
条
件
を
認
め
ら
れ
、
天
野
遠
景
の
後
任

と
し
て
の
中
原
親
能
及
び
武
藤
氏
・
大
友
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
説
を
展
開
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
竹
内
氏
は
、
天
野
遠
景
が
鎮
西
に
有
し
た
権
限
は
、
武
士
の
濫
行
を

停
止
す
る
権
限
に
の
み
止
ま
り
鎮
西
奉
行
が
武
家
公
家
両
制
度
上
に
お
け
る
支
配
者

の
地
位
を
併
有
し
得
た
の
は
、
武
藤
資
頻
の
少
弐
任
官
の
時
と
さ
れ
、
天
野
遠
景
は

大
宰
府
の
特
所
的
「
所
」
の
別
当
た
る
地
位
を
有
し
た
に
過
ぎ
ず
、
鎮
西
奉
行
が
最

初
か
ら
大
宰
府
の
最
翡
責
任
者
で
あ
っ
た
と
す
る
佐
藤
•
石
井
洸
を
批
判
さ
れ
た
。

以
上
石
井
・
竹
内
両
氏
は
、
佐
藤
氏
が
一
顧
も
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
中
原
親
能
、

大
友
氏
が
鎮
西
奉
行
と
呼
称
さ
れ
る
に
相
当
す
る
権
限
を
有
し
た
事
を
認
め
ら
れ
る

わ
け
で
あ
る
が
、
中
原
親
能
、
大
友
氏
が
鋲
四
全
般
に
及
ぶ
権
限
を
有
し
な
か
っ
た

し
か
も
な
お
中
原
親
能
、
大
友
氏
が
鎮
両
奉
行
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
市
を
承
認
す

ろ
と
す
れ
ば
、
従
来
鎮
西
奉
行
と
は
、
鎮
両
全
般
に
及
ぶ
楕
限
を
有
す
る
者
に
与
え

ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
と
す
る
性
格
規
定
そ
の
も
の
を
白
紙
に
反
し
て
再
検
討
す
る
必

又
中
原
親
能
の
鎮
西
奉
行
就
任
に
つ
い
て
は
肯
定
し
て
届
ら
れ
る
。

中
に
発
見
さ
れ
よ
う
と
さ
れ
た
。

そ
の
主
要
点
を
あ
げ
れ
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鎮

西

奉

行

考

ら
、
こ
＼
で
は
問
題
と
し
な
い
市
に
す
る
。

在
地
に
下
向
し
て
い
た
と
云
う
特
殊
市
情
は
存
在
す
る
が
、

等
が
、
守
護
と
し
て
有
し
た
権
限
と
同
列
に
お
い
て
考
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か

佐
藤
氏
が
武
藤
氏
の
鎮
西
奉
行
就
任
を
主
脹
さ
れ
る
一
方
、
吾
麦
鍛
等
に
大
友
氏

を
も
鎮
西
奉
行
と
書
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
れ
を
梢
極
的
に
否
定
さ
れ
た
理

一
応
大
友
氏
、
島
沖
氏

式
藤
氏
が
筑
前

印
豆
前
、
肥
前
に
行
し
た
守
護
の
楕
限
は
、
武
藤
氏
が
早
く
よ
り

一
応
こ
＼
で
は
鎌
倉
初

更

に

筑

武
膝
氏
の
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
特
殊
権
限
と
は
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
検

佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
武
藤
氏
が
鎮
西
に
有
し
た
称
限
を
制
度
的
源
流
の
上
か
ら
考
え

れ
ば
大
宰
府
最
高
責
任
者
の
権
限
、
鎮
酉
奉
行
の
権
限
（
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
御
家
人

統
制
機
関
11
具
体
的
に
は
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
訴
訟
準
備
手
統
の
権
限
）
、

前
、
親
前
、
肥
前
、
対
馬
、
壱
岐
の
い
わ
ゆ
る
二
島
三
前
の
守
護
の
権
限
の
三
つ
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

貞
に
時
代
が
下
り
蒙
古
襲
来
前
後
に
な
る
と
武
藤
氏
は
、
鎮
酉
特
殊
合
議
制
訴
訟

機
閃
頭
人
、
鎮
西
談
議
所
頭
人
、
筐
四
探
題
引
付
奉
行
人
の
各
種
権
限
を
兼
帯
す
る

事
に
な
り
、
式
藤
氏
が
鎮
西
に
有
し
た
権
限
を
分
析
し
て
、
如
何
な
る
椛
限
の
発
動

に
よ
る
も
の
か
判
別
す
る
市
は
き
わ
め
て
困
難
と
な
る
が
、

期
の
武
藤
氏
の
権
限
を
考
察
の
対
象
と
す
る
の
で
こ
れ
ら
は
し
ば
ら
く
骰
く
。

討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
鎮
西
奉
行
の
間
題
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
こ
で
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
式
藤
氏
鎮
西
奉
行
就
任
説
の
有
力
な
根
拠
と
な
っ
た
、

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
野
遠
景
が
有
し
た
全
九
州
に
及
ぶ
武
士
統
轄
権
が
、
各
国
守
護
の
設
骰
に
よ
っ

て
分
化
さ
れ
た
事
に
界
論
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
式
士
統
轄
に
関
す
る
限
り
、
全
九

州
に
及
ぶ
権
限
を
有
し
た
者
は
、
天
野
遠
景
の
解
任
以
後
、
蒙
古
襲
来
に
よ
る
一
元

的
式
家
統
率
機
関
の
整
備
に
至
る
期
間
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
云
え
る
。

さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
守
護
就
任
と
共
に
、

大
幸
府
最
高
責
任
者
の
地
位
に
つ
い
た
事
を
主
張

佐
籐
氏
は
、
武
藤
氏
が
建
久
の
末
年
、
恐
ら
く
は
遠
景
と
交
替
に
、
武
藤
資
頼
が

し
か
し
遠
景
が
大
寮
府
最
高
責
任
者
と
し
て
の
権
限
を
有
し
た
事
に
対
す
る
疑
問

は
、
竹
内
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
お
り
、
武
藤
氏
が
遠
景
と
交
替
し
て
直
ち
に
大

宰
府
最
高
責
任
者
の
地
位
に
つ
い
た
と
の
説
に
は
賛
同
し
難
い
。

佐
藤
氏
は
、
式
藤
氏
が
い
わ
ゆ
る
守
護
所
下
文
に
お
い
て
、
大
宰
府
府
官
を
連
署

せ
し
め
て
い
る
事
を
も
っ
て
、
既
に
少
弐
兼
官
以
前
に
大
店
府
最
高
責
任
者
の
地
位

に
あ
っ
た
事
を
主
張
さ
れ
、
青
方
文
土
い
の
嘉
椋
三
年
十
月
十
日
資
頼
巾
状
に

「
三
十
余
年
之
間
、
各
以
自
筆
勘
巾
之
故
、
依
無
不
審
不
加
判
形
、
雖
然
勘
状
叶
近
理
之

日
、
成
与
成
敗
下
文
之
時
、
守
護
人
加
判
之
上
、
直
人
皆
以
加
判
、
私
成
敗
難
及
事
者
、

所
令
進
上
間
注
記
許
於
関
東
也
、
不
相
副
資
頓
之
苔
状
、
以
直
人
一
人
之
勘
状
許
、
被
引

戟
御
下
文
事
、
若
又
可
梱
成
事
之
中
自
然
相
交
屯
哉
候
痘
、
如
当
時
者
、
一
切
不
覚
悟
、

叉
於
不
相
副
資
頻
古
状
之
虹
人
勘
状
者
、
不
足
証
文
賊
云
々
」

と
あ
る
事
か
ら
、

三
十
余
年
前
か
ら
大
忍
府
最
高
責
任
者
の
地
位
に
あ
っ
た
事
、

し
か
し
肥
前
国
は
武
藤
氏
の
守
笈
管
内
で
あ
っ
た
事
、
相
論
の
内
容
が
御
家
人
間

の
相
論
で
あ
る
事
等
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、

こ
の
史
料
だ
け
を
も
っ
て
武
藤
氏

の
大
宰
府
最
高
責
任
者
就
任
の
決
め
手
と
す
る
事
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
逆
に
、
本
来
大
寮
府
の
府
官
が
御
家
人
間
の
相
論
の
裁
許
に
連
署
し
て
い

る
事
は
、
守
護
の
権
威
の
未
確
立
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、

旧
律
令
機
構
と
し
て
の
大

鎮
所
に
下
っ
て
大
宰
府
最
高
責
任
者
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

護
竹
内
に
も
及
ん
で
い
る
と
云
う
積
極
的
刑
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

由
は
、
武
藤
氏
が
鎮
西
全
般
に
及
ぶ
特
殊
権
限
を
有
し
た
に
反
し
、
大
友
氏
に
は
鎖

西
仝
般
に
及
ぶ
特
殊
権
限
が
忍
め
ら
れ
ず
、
更
に
武
藤
氏
の
柳
限
が
、
大
友
氏
の
守

- 39 -



れ
る
。

す
な
わ
ち
武
藤
氏
が
少
弐
を
兼
任
す
る
以
前
に
府
官
連
署
の
文
害
を
発
給
し
た
例

と
し
て
は
、

正
治
二
年
十
二
月
廿
一
日
大
宰
府
政
所
牒
（
益
永
文
書
）
、
建
永
元
年

十
月
十
五
日
大
宰
府
守
護
所
牒
（
武
雄
神
社
文
害
）
、
建
保
三
年
十
月
九
日
大
宰
府

守
護
所
牒
（
武
雄
神
社
文
書
）
、
建
保
五
年
正
月
廿
二
日
大
宰
府
守
護
所
下
文
（
末

久
文
書
）
、
貞
応
元
年
十
二
月
廿
三
日
、
宰
府
守
護
所
下
文
（
石
志
文
害
）
嘉
似
元

年
十
二
月
廿
三
日
大
宰
府
守
護
所
股
（
宇
佐
高
牟
礼
文
苫
）
、
嘉
似
二
年
九
月
十
四

（一こ

日
大
宰
府
守
護
所
下
文
（
箱
崎
御
油
座
文
書
）

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
い
ず
れ
も
武
藤
氏
の
守
護
管
内
で
あ
っ
た
筑
前
、
肥
前
、
豊

前
の
各
国
に
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
依
非
地
頭
井
御
家
人
之
事
不
及
成
敗
之
由

し
て
の
大
宰
府
の
権
限
の
侵
犯
は
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
た
努
力
が
認
め
ら
れ
る
。

正
治
二
年
十
二
月
廿
一
日
大
宰
府
政
所
牒
に
、
武
藤
氏
が
執
行
藤
原
朝
臣
と
し
て

署
名
し
た
の
は
、
宇
佐
宮
兼
番
長
言
軸
と
僧
永
尊
・
明
円
と
の
香
丸
名
田
畠
荒
野
等

に
関
す
る
相
論
は
本
来
御
家
人
間
の
相
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
守
護
が
介
入

す
べ
き
事
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
僧
永
尊
、
明
円
等
の
作
畠
作
麦
を
押
苅
、

在
家
を
追
捕
せ
し
む
る
非
法
狼
籍
停
止
の
た
め
に
は
、
守
護
の
武
力
を
背
景
と
す
る

介
入
を
必
要
と
し
、
永
尊
、
明
円
等
の
妨
を
停
止
す
る
大
宰
府
政
所
股
に
守
護
武
藤

公
武
二
軍
政
権
的
性
格
が
強
か
っ
た
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
、
武
藤
氏
は
伝
統
的
大

宰
府
の
権
威
を
利
用
し
、
又
大
平
府
は
武
力
に
よ
る
非
法
狼
籍
の
鎮
圧
の
た
め
、
守

護
の
有
す
る
武
力
を
利
用
し
た
事
が
、
守
護
所
下
文
に
大
宰
府
府
官
の
連
署
、
大
宰

府
政
所
牒
に
執
行
藤
原
朝
臣
と
し
て
武
藤
氏
が
署
名
し
た
狸
由
で
は
な
い
か
と
思
わ

氏
が
署
名
を
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

御
評
定
畢
」
（
宇
佐
高
牟
礼
文
書
）

と
の
原
則
は
守
ら
れ
て
居
り
、
旧
律
令
機
構
と

宰
府
が
有
し
た
伝
統
的
権
威
を
利
用
し
た
も
の
と
の
解
釈
も
成
り
立
つ
。

肥
前
国
武
雄
社
本
司
職
相
論
事

蓮
妙
所
迎
去
年
十
一
月
府
宣
侶
、
停
止
家
門
碑
籍
押
領
、
以
沙
弥
渾
妙
可
致
式
雄
社
沙

汰
云
々
、

件
条
、
於
府
社
者
為
宰
府
之
進
止
、
例
任
府
宜
、
以
述
妙
可
社
務
之
由
、
去
年
十
二
月
賜

御
教
書
壷
、
家
門
所
進
去
年
九
月
守
護
所
牒
状
云
、
任
鎌
介
殿
御
教
書
、
欲
召
決
両
方
之

処
、
述
妙
不
遂
参
決
、
其
上
凌
礫
守
護
所
使
、
狼
祈
希
代
也
、
罪
科
不
軽
、
早
停
止
述
妙

妨
、
以
家
門
可
為
本
司
職
云
々
、

件
条
、
述
妙
追
避
対
勘
之
上
、
凌
礫
守
護
所
使
、
事
実
者
狼
藉
之
企
也
、
以
前
条
々
内
、

（
帯
力
）

蓮
妙
者
帯
宰
府
之
裁
断
、
家
門
者
口
守
護
之
成
敗
、
府
宜
之
上
、
雖
不
及
子
細
、
社
司

之
訴
、
難
黙
而
止
之
間
、
且
対
勘
証
文
、
且
龍
明
理
非
、
於
宰
府
、
云
守
護
人
、
云
府
官

等
、
任
道
理
可
令
裁
断
状
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件

元
久
二
年
四
月
廿
五
日

す
な
わ
ち
肥
前
国
武
雄
社
本
司
職
を
め
ぐ
る
相
論
に
お
い
て
、
蓮
妙
は
宰
府
管
内

の
神
社
は
大
宰
府
の
進
止
で
あ
る
と
し
て
、
府
宣
に
ま
か
せ
て
家
門
の
狼
藉
押
領
を

停
止
せ
ら
れ
ん
事
を
主
脹
し
た
の
に
対
し
、
家
門
は
守
護
所
の
牒
状
に
よ
っ
て
本
司

職
に
補
任
さ
れ
た
事
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
も
蓮
妙
は
守
詢
所
の
使
に
対
し
狼
藉

を
企
て
た
と
あ
る
。

こ
4

に
お
い
て
大
宰
府
の
裁
断
と
守
護
所
の
成
敗
は
完
全
に
対
立
し
て
お
り
、
元

久
二
年
の
時
点
に
お
い
て
、
旧
律
令
機
梢
と
し
て
の
大
宰
府
と
守
設
所
が
、
別
個
の

機
能
を
行
使
し
て
い
る
事
を
知
る
。

を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。

（
北
条
時
政
）

遠
江
守
平
（
花
押
）

（
武
雄
神
社
文
書
）

更
に
云
え
ば
武
藤
氏
が
当
時
大
宰
府
最
高
責
任
者
に
就
任
し
て
い
な
か
っ
た
事
を

裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、
次
に
示
す
大
宰
府
と
守
護
所
の
見
解
の
対
立
を
示
す
史
料

四
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鎮

西

奉

行

考

が
肥
前
国
守
護
を
北
条
氏
に
布
わ
れ
た
後
、

肥
前
国
武
妍
神
社
に
下
し
た
大
宰
府
下

ば
れ
て
い
な
い
事
に
拘
泥
し
な
く
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

L
{

、。

f
し

人
と
呼
ば
れ
て
い
る
混
乱
の
理
由
も
納
得
出
来
る
。

こ
の
事
は
承
久
乱
以
前
に
お
け
る
鎌
倉
麻
府
政
権
の
弱
点
を
ま
ざ
（
と
露
呈
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
鎌
介
政
権
が
な
お
不
安
定
な
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
大
宰
府
と

守
護
所
の
対
立
は
、
蒋
府
に
と
っ
て
右
過
し
行
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
か
く
て
靡
府

は
両
者
の
対
立
を
解
消
せ
し
め
ん
が
た
め
「
且
礼
明
理
非
、
於
宰
府
、
云
守
護
人
、

ぶ已

云
府
官
等
、
任
道
理
可
令
裁
断
」
と
命
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

り
、
古
代
勢
力
の
立
場
に
立
つ
大
”
平
府
と
、
武
家
政
権
の
立
場
に
立
つ
守
護
所
の
対
立

は
、
本
来
両
i

忙
し
得
ざ
る
両
者
の
本
質
的
対
立
で
あ
り
、
在
地
に
お
け
る
出
先
機
関

だ
け
で
容
易
に
凋
繋
し
解
決
出
来
博
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

た
ゞ
こ
＼
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
守
護
所
と
府
官
が
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
届
る

事
で
あ
り
、

こ
の
ポ
は
武
藤
氏
の
太
宰
府
機
構
侵
犯
の
不
完
全
未
熟
を
示
す
現
象
に

武
藤
氏
と
府
官
が
連
署
し
て
鎌
倉
幕
府
の
命
令
を
施
行
す
る
形
式
に
示
さ
れ
た
、

大
宰
府
と
守
護
所
の
協
力
、
及
び
式
雄
神
社
文
書
に
現
わ
れ
た
両
者
の
対
立
は
、
承

久
乱
前
に
お
け
る
公
式
二
重
政
権
の
実
態
を
端
的
に
示
し
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら

以
上
の
若
寮
を
通
じ
て
、
式
膝
氏
の
少
弐
兼
任
以
前
に
お
け
る
武
藤
氏
の
大
宰
府

最
＂
向
直
任
者
就
任
説
は
承
認
し
難
く
、
又
武
藤
氏
の
権
限
は
、
武
藤
氏
の
守
護
管
内

弐
藤
氏
の
権
限
が
凪
藤
氏
の
守
護
管
内
以
外
に
及
ん
だ
具
体
的
例
と
し
て
は
、
佐

藤
氏
が
指
摘
さ
れ
「
如
宰
府
汀
進
者
」
と
云
う
事
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
訴
訟
準
備
手

続
と
、
建
ポ
―
一
年
4

化
月

17
大
宰
府
庁
下
文
を
顧
序
国
国
分
か
に
発
給
し
た
際
、
執
行

藤
屈
朝
臣
（
経
資
）
が
府
官
と
共
に
連
滉
し
て
い
る
市
、
及
び
蒙
古
襲
来
後
武
藤
氏

他
な
ら
な
い
。

京
都
と
鎌
倉
に
分
か
れ
て
居

五

応
吐
に
解
し
た
い
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
解
釈
す
れ
ば
、

し
か
し
大
木
府
と
、

守
護
所
の
権
力
の
根
源
が
、

佐
藤
氏
に
よ
っ
て
、

で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

文
に
、
同
じ
く
執
行
藤
原
朝
臣
（
盛
経
・
貞
経
）
と
阿
名
し
て
い
る
市
等
で
あ
る
か

こ
れ
は
い
ず
れ
も
武
藤
氏
の
少
弐
北
官
以
後
に
現
れ
た
現
象
で
あ
る
。

し
か
も
武
藤
氏
の
少
弐
兼
任
以
前
に
お
い
て
、
既
に
式
籐
氏
に
鎮
西
奉
行
の
呼
称

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
鎮
西
本
行
が
鎮
西
惣
奉
行
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た

も
の
で
な
く
、
鎖
西
全
般
に
及
ぶ
権
限
の
保
持
が
鉛
西
奉
行
と
呼
ば
れ
る
必
須
条
件

す
な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
よ
り
何
ら
か
の
鎮
西
武
士
の
統
轄
を
委
任
さ
れ
た
も
の
は
、

鎮
西
奉
行
と
呼
称
さ
れ
得
た
も
の
と
考
え
る
。
鎮
西
奉
行
を
六
波
羅
探
題
、
後
の
鎮

西
探
題
の
如
き
固
定
し
た
官
職
と
し
て
で
は
な
く
、
鎮
西
を
奉
行
す
る
者
と
云
っ
た

鎮
西
全
般
に
及
ぶ
権
限
を
有
せ
ざ
る
理
由
で
鎮
西
奉
行
た
る
事
を
否
定
さ
れ
た
大
友

氏
か
、
吾
妻
鯰
、
明
月
品
等
に
鎮
西
本
行
と
呼
は
れ
て
い
る
ポ
も
素
直
に
押
解
さ
れ

る
し
、
或
い
は
鎮
西
奉
行
人
と
呼
ば
れ
、
或
る
時
は
鎮
西
守
護
人
、
鎮
西
九
囚
奉
行

か
く
考
え
れ
ば
、
鎮
西
に
何
等
か
の
特
殊
権
仙
を
鎌
倉
撚
府
よ
り
委
任
さ
れ
た
中

原
親
能
が
、
鎮
西
奉
行
と
呼
ば
れ
た
と
し
て
も
特
に
否
定
す
る
必
嬰
は
な
い
。

か
く
の
如
く
鎮
西
奉
行
を
解
釈
す
る
と
、
武
藤
、
大
友
氏
と
な
ら
ん
で
鎮
西
奥
―
―
-

国
の
守
護
で
あ
っ
た
島
津
氏
が
鎮
西
奉
行
と
呼
ば
れ
た
例
が
な
い
事
に
疑
問
が
残
る

が
、
島
津
氏
の
鎮
西
下
向
か
蒙
古
製
米
の
時
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
に
よ
る
在
地

付
か
稀
薄
て
あ
っ
た
事
と
、
下
向
し
て
来
た
時
既
に
北
条
氏
一
族
が
鎮
西
武
士
仝
般

の
統
帖
を
行
っ
て
い
た
事
等
の
狸
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
鎮
西

本
行
」
を
第
三
者
に
よ
る
呼
称
と
考
え
る
な
ら
は
、
島
津
氏
か
「
鎮
酉
奉
行
」
と
呼

し
た
が
っ
て
天
野
遠
屎
以
後
に
お
け
る
鎮
西
本
行
な
る
呼
称
を
固
定
し
た
官
職
と
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的
旦
相
を
い
す
る
に
一
下
ろ
uJ
で
あ
ろ
が

式
蒻
氏
か

rl1」
の

9
護
仔

□竹
内
以
外
に

一
見
鎮
酉
宣
奉
ノ
ー

と
し
て
の
大
本
伯
の
枡
限
を
目
己
Uj
了
巾
に
伯
併
し
、
錢
介
＂
砧
府
に
よ
ろ
釦
四
一
元

の
則
位
を
併
介
す
る
事
に
よ
っ
て
、
政
化
氏
は
仝
九
州
に
及
ん
て
い
た
旧
律
令
桃
梢

--ん
る

゜

け
ら
れ
た
筐
内
乍
り
と
の
間
に
は
刊
格
の
川
心
か
あ
る
山
を
ホ
し
て
い
る
も
の
と
考

同
じ
鯰
四
／
ド
行
て
は
あ
っ
て
も
、
犬
野
心
賛
の
時
代
及
ひ
、
i

沢
古
諏
信
来
に
際
し
て
没

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
は
か
＼
る
性
格
の
紹
占
卒
行
は
存
在
し
な
か
っ

の
凸
ぶ
〗
惣
乍
行
人
は
天
野
遠
尺
旦
餃
追
絶
し
、
こ
の
非
常
事
態
に
際
し
て
百
良
此
直

て
、
各
口
古
乳
を
統
輯
す
る
も
の
で
あ
ろ
下
は
明
白
で
あ
ろ
。

し
か
し
か
4

ろ
机
格

而
汀
如
へ
充
展
す
る
111
格
を
り
し
、
明
に
ぴ
倉
窟
府
と
各

nl
守
ふ
の
中
間
に
什
応
し

北
条
氏
一
族
を
忙
内
岬
家
人
の
戚
闘
指
揮
の
た
め

こ
〇
闊
合
の
＂
虞
凸
本
行
人
は

の
非
常
門
店
に
際
し
て
、
打
応
心
齊
府
か

考
え
、
六
波
羅
採
凶
、
鋲
西
探
閥
の
如
く
鎌
介
靡
府
と
鉛
由
各
国
守
度
の
中
間
に
位

附
付
け
ろ
巾
は
誤
ま
り
て
あ
る
と
考
え
る
。

応
出
家
文
内
弘
安
几
年
十
―

.JJ
州
日
凹
束
御
敦
刈
布
に

「
巽
賊
防
御
．
宣
、
鎮
内
地
祖
仰
｛
．
，
＂
~
人
＂
日
本
呪
一
円
地
咋
中
、
従
守
護
之
仰
、

I
t令
川
竺
川
川

"
[
り

~
c
o
o

昌
、
日
．
IIj
抽
防
戦
出
功
之
111
、
先
良
被
仰
下
畢
、
而
骰
芹
鎮
四
本
行
人
勺
之
判
、
打
不
仇

〗
寸
設
命
之
放
出
未
肛
」

し
た
も
の
て
あ
り
、
投
の
鎮

た
直
を
示
し
て
お
り
、
此
峡
氏
、
大
友
氏
に
信
え
ら
れ
た
笠
阿
卒
行
人
な
る
叶
称
は

以
役
両
者
を
区
別
す
る
た
め
使
冗
上
前
者
を
釣
両
奉
行
と
昨
ひ
、
後
者
を
知
西
惣

奉
行
と
呼
ぶ
市
に
す
る
が
、

化
文
記
に
大
き
く
臼
献
し
、

各
卜
J

こ

'
1
J
:
、よ‘

了
t¥

】し

fiflilI

か
4

ろ
鎮
頂
年
行
の
一
人
で
あ
ろ
式
藤
氏
は
、
承
久
乱

後
の
公
式
両
試
elJ

月
の
肛
換
を
1011IlL
い
と
し
て
、

少
又
北
仔
に
よ
る
大
成
1

，
附
最
高
す
ぃ
任
名

武
仇
氏
が
菫
内
に
右
す
ろ
枠
阻
は
、

旧
律
令
檬
耕
と
し
て
の
大
卒
府
の
楕
肛
の
継
承
に
よ
る
兌
吋
で

し
た
か
っ
て
八
篠
氏
は
、
武
士
統
字
の
面
で
は
筑
酉
j
力
汀
で
は
あ
っ
て
も
釣
四
惣

の
飢
内
乍
行
た
る
事
の
否
忍
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

註
(
-
)
に
は
姦
杞
冬
置
二
什
十
一
汀

t_LJ条

「
今
日
靡
原
ふ
層
為
鋲
四
几
図
辛
行
人
、
J

へ
給
所
々
地
頸
幽
云
々
」

l
e
"

力
葛
文
ぷ
一
＿
石
十
一
月
五
日
条

ー
鈴
臼
f

）
尺
月
十
八
日
加
咆
行
畢
云
々
」

仔
妻
餞
建
久
二
年
正
月
十
h
1
1
条

ー
賃
直
奉
行
人

内
ト
丁
人
＂
鰈
原
叫

1
F塩
景
号
人
野
仇
内
左
兵
術
い
'

こ
の
人
野
4

追
菜
の
場
介
は
後
述
の
訊
内
野
辛
行
と
げ
す
る
。

益
水
＇
又
刀
建
久
六
’
土
五
月
日
将
軍
L

享
政

lir
↑
'
又
案
に
中
□小
汎
危
を
「
鎮
曲
守
晶

人
」
と
あ
り
、
こ
の
文
書
の
直
偽
に
つ
い
て
は
、
名
く
の
先
学
に
よ
っ
て
虚
及
さ
れ

て
い
る
膚
で
あ
る
の
で
こ
＼
で
は
触
れ
な
い
。

な
お
「
鈍
旧
辛
行
」
の
使
川
例
に
つ
い
て
は
石
井
瓜
以
「
大
宰
府
閃
構
の
変
質
と
銃

四
人
五
口
の
成
立
」
（
史
学
雑
辻
弟
六
十
八
枷
第
一
n
勺

．．
 

ヒ
頁
）
参
閏

(
-
-
）
佐
詐
直
一
氏
「
鎌
合
＇
品
府
訴
｀
訟

□夏
の
研
究
」
二
七
四
頁
参
開

(
―
-
）
，
ビ
騎
御
油
此
又
士
の
大
宰
府
字
設
州
卜
文
の
貞
仇
に
つ
い
て
も
多
く
の
先
学
に
よ
っ

て
論
せ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
一
応
列
y
F
して＂＇いく。

〔
四
）
粘
い
大
t
,

＇
府
の
放
断
を
支

□と
す
る
連
妙
と
、
守
晶
川
の
成
敗
を
支
証
と
す
る
家
門

の
相
責
は
、
旧
東
贔
J叫
状
に
よ
っ
て
〗
面
口
の
店
心
と
な
っ
て
い
る
。

此
砒
神
119人
じ
建
水
元
年
十
月
十
Ti
日大＂ハ！府心
J

孔
闊
口
恥
参
昭
[

大

k
氏
の
守
護
胃
内
に
た
と
え
及
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
市
か
直
ち
に
大
友
氏

故
に
八
牒
氏
か
行
す
る
旧
律
令
桟
構
と
し
て
の
大
守
府
よ
り
継
承
し
た
椛
限
が

本
行
た
り
得
な
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。

あ
り
、
武
士
統
半
の
楕
限
は
各
国
守
設
に
分
化
さ
れ
て
い
た
。
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